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実施したので、同条第９項の規定により、その結果を次のとおり報告します。 
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財政援助団体等監査結果報告 
 

Ⅰ 監査の対象 

  令和４年度において、市が財政的援助を行った団体（個人事業者を含む）の中から16

団体を、指定管理者として公の施設の管理・運営を行った団体の中から４団体をそれぞ

れ抽出し、監査の対象とした。 

 

 

Ⅱ 監査の着眼点 

  当該財政援助等に係る出納その他の事務の執行状況について、次の点に主眼をおいて

監査を実施した。 

 

 １ 財政援助団体 

  ⑴ 財政援助団体及び担当課等の補助金等交付手続は、条例、規則及び要綱等に基づ

き適正に行われているか。 

  ⑵ 補助金等は、交付目的に沿って適正に執行されているか。また、住民福祉の面か

ら十分な効果を発揮しているか。 

  ⑶ 補助金等に係る会計処理は、適正に行われているか。また、会計処理上の責任体

制は、明確であるか。 

 

 ２ 指定管理者 

  （担当課等） 

  ⑴ 指定管理者の指定は、法及び条例等に基づいて適正に行われているか。 

  ⑵ 管理に関する協定等の締結は、適正に行われているか。 

  ⑶ 指定管理者に対して、適時・適切に当該業務又は経理の状況に関し報告を求め、

調査し、又は指示を行っているか。また、事業報告書の点検は適切になされている

か。 

 

  （指定管理者） 

  ⑷ 公の施設は、関係法令等（条例を含む。）の定めるところにより、善良な管理者の

注意をもって適切に管理されているか。 

   ア 公の施設の管理に係る会計経理は適正になされているか。 

   イ 管理運営は事業計画及び収支計画に沿って運営されているか。 

   ウ 住民の平等利用は確保されているか。 

  ⑸ 事業報告書は適正に作成され、期限内に提出されているか。また、経費節減は図

られているか。 

  ⑹ 利用料金の収納は適正に行われているか。 
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Ⅲ 監査の主な実施内容 

  監査は、男鹿市監査基準に準拠し、次のとおり実施した。 

 

 １ 財政援助団体 

   担当課等からは補助金等の交付決定に関する原議書類、実績報告書等の関係書類を、

財政援助団体からは決算書、収支証拠書類等の提出を求め、当該書類の確認、閲覧及

び質問等の監査手続を適用して、出納その他の事務の執行が財政的援助等の目的に沿

って行われているか、監査した。 

 

 ２ 指定管理者 

   担当課等からは事業報告書等の関係書類を、指定管理者からは管理業務に係る関係

書類及び帳簿の提出を求め、当該書類の確認、閲覧、質問及び実査等の監査手続を適

用して、出納その他の事務の執行が公の施設の指定管理の目的に沿って行われている

か、監査した。 

 

 

Ⅳ 監査の日程、対象団体、担当課及び実施場所等 

 

 １ 財政援助団体 

日 程 対 象 団 体 補 助 金 の 名 称 担 当 課 実施場所 

令和5年 

9月28日

（木） 

戸賀地区区会長 
男鹿市地域振興基金活用事

業補助金 
企画政策課 

監査委員事務局 

秋田県漁業協同組合 

男鹿市放流会 

栽培漁業定着強化事業費補

助金 
農林水産課 

OGA NAMAHAGE ROCK 

FESTIVAL実行委員会 

男鹿なまはげロックフェス

ティバルアフターコロナ支

援補助金 

男鹿まるごと

売込課 

２（ＳＥＣＯＮＤ） 

千勝丸水産 

男鹿市空き店舗等利活用促

進事業補助金 

つよ丸 

株式会社 男鹿工房 

男鹿市販路拡大支援事業補

助金 

 

  

  



 

- 3 - 

日 程 対 象 団 体 補 助 金 の 名 称 担 当 課 実施場所 

9月29日

（金） 

下金川汐風クラブ 

北浦郷中会 
男鹿市地域敬老会助成金 福祉課 

監査委員事務局 

一般社団法人 男鹿市

観光協会 

一般社団法人男鹿市観光協

会補助金 
観光課 

秋田船方節全国大会実

行委員会 
秋田船方節全国大会補助金 

文化スポーツ

課 

男鹿駅伝競走大会実行

委員会 
男鹿駅伝競走大会補助金 

船川第一地区体育協会 

脇本地区体育協会 

男鹿市地区市民運動会・ス

ポーツ大会等実施事業補助

金 

男鹿市野球協会 
競技スポーツ推進事業補助

金 

 

 

  ２ 指定管理者 

日 程 対 象 団 体 公 の 施 設 の 名 称 担 当 課 実 施 場 所 

10月3日 

（火） 

男鹿市スポーツ協会・

正和会・むつみＪＶ 
男鹿市体育施設等16施設 

文化スポーツ

課 

監査委員事務局 

男鹿市総合体育館 

男鹿温泉郷協同組合 男鹿温泉交流会館五風 観光課 

監査委員事務局 

男鹿温泉交流会館

五風 

 

10月4日 

（水） 

男鹿駅周辺広場賑いづ

くり共同事業体 
男鹿駅周辺広場 

男鹿まるごと

売込課 
監査委員事務局 

株式会社 おが 男鹿市複合観光施設 
男鹿まるごと

売込課 

監査委員事務局 

男鹿市複合観光施

設 
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Ⅴ 監査の結果 

 

１ 財政援助団体 

   監査の対象とした各財政援助団体の補助事業については、概ね適正に実施されてい

るが、一部に改善すべき事項等があったので、事業執行に当たって、留意されたい。 

 

  ⑴ 補助金交付決定に当たっての厳正な審査について 

補助金は、市税等の貴重な財源を有効に活用し、補助事業者等の事業リスクの軽

減や初期投資の負担軽減等を図りながら、行政課題を解決するために、真に必要な

経費を対象として助成すべきものであり、交付決定に当たっては、実施内容や補助

金の使途等について、厳正に審査する必要がある。 

男鹿まるごと売込課の男鹿市空き店舗等利活用促進事業は、空き店舗や空き家を

改修して、新規出店等にチャレンジする者に、改修経費等を助成するものである

が、飲食店の開業を対象とした事業では、補助金の交付申請及び交付決定前に既に

空き店舗の改修工事が完了し、工事代金の支払いも終わっており、原則として補助

の対象外とされる、事前着手に当たると考えられる。 

また、同課の、地域企業が販路拡大等を目的に行う商品開発等に必要な経費を助

成する男鹿市販路拡大支援事業のうち、鮮魚のサク取りを対象とした事業でも、補

助金の交付決定前に加工場の改修工事が完了しており、同様に、事前着手に当たる

と考えられる。 

こうした事案が発生することのないよう、事業実施前の需要調査等により、実施

希望者を早期に把握し、補助金の交付申請等の手続きを適時に行うよう指導すると

ともに、補助事業としての採択の適否について、厳正に審査されたい。 

 

  ⑵ 補助金のチェック体制について 

補助事業に係る事業費の減額が生じた場合には、補助金の減額のための変更交付

申請を行う必要があるが、こうした手続きが行われなかったことや、消費税抜きと

すべき補助金の一部について、消費税込みで交付決定したこと等により、過払いと

なったものがあったので、交付申請及び実績報告時等におけるチェック体制を強化

されたい。 

 

  ⑶ 経理の適正化について 

補助事業においては、経理内容を明確にするとともに、補助金を補助事業以外の

用途に流用することがないようにするため、専用口座の開設を要望してきたが、依

然、他の業務と口座が同一で、経理内容を容易に区分できないものが見受けられる

ので、専用口座を設けるよう、財政援助団体を指導されたい。 

特別の理由があって専用口座を開設できない場合等にあっては、支出の内訳を明

らかにした現金出納簿等を作成するよう指導されたい。 

なお、経理状況の確認に当たって、実績報告に領収書等の写しを添付させている

ものが多いが、その数が大量の場合があるので、無駄を省くためにも、関係帳簿等

の原本によって確認するよう努められたい。 

 

  ⑷ 事前・事後の助言・指導等について 

補助金の交付申請から交付決定までに長時間を要しているものがあるので、具体 

的な事業内容や補助事業に係る手続きの確認など、財政援助団体の状況に応じた事

前指導によって、円滑な審査に努められたい。 
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また、財政援助団体と市の関係は、補助金を交付したら終わりということではな

く、事業実施後の状況を把握し、必要に応じて、継続的な助言・指導等を行うこと

によって、着実な効果の発現につなげるよう留意されたい。 

 

２ 指定管理者 

   監査の対象とした指定管理者４団体による公の施設の指定管理については、概ね良

好な管理・運営が行われていると認められるが、業務をより適正かつ円滑に進めるた

め、次の事項に留意されたい。 

 

  ⑴ 基本協定等で定められた事項の遵守について 

指定管理者制度によって、公の施設を適正かつ円滑に管理・運営するために必要

な事項は、基本協定・年度協定や指定管理者制度の運用に係るガイドライン、指定

管理者制度のモニタリング基準等で定められており、その遵守について、これまで

も指摘してきた。 

当年度においても、経理事務の方針や体制等のルールを定める経理規程を設定す

ることや、通知、申出、報告、承認等は、書面により行うこと、事業計画に記載さ

れた事項が不履行とならないよう、所管課が必要な指示等を行うこと等について、

遵守されていない状況が見受けられたので、是正されたい。 

 

  ⑵ 共同事業体における一体性の強化について 

共同事業体による指定管理については、構成事業者それぞれが持っているノウハ

ウの相乗効果によって、利用者の満足度をより高めることが期待されている。 

こうした取組は２年目となり、一体性を保ちながら指定管理に当たるという意識

も定着しつつあるが、それぞれが縦割りの業務に注力していると思われる場合も見

受けられるので、一体性の一層の強化に努めながら、指定管理業務はもとより、自

主事業にも積極的に連携・協力して取り組むよう望みたい。 

 

  ⑶ 自主事業への取組について 

指定管理者が行う自主事業は、利用者の増加や指定管理者の収益の向上等に向け

て、指定管理業務を妨げない範囲で、積極的に実施することが求められているが、

事業の運営に当たる人材の不足や、参加する市内事業者等の確保が難しいこと等に

より、取組の拡大が困難とする状況が見受けられる。 

このため、広く市民や事業者、関係団体等への働きかけを強化し、支援・協力を

得ることによって、実施体制を整備し、新たな自主事業の展開につなげるよう望み

たい。 

 

３ その他 

   事務処理上の軽微な誤りや不備な点については、監査時に担当職員に口頭で指導し、

又は改善を要望した。 

 

   各財政援助団体及び指定管理者の監査結果は、次のとおりである。 
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戸賀地区区長会 

 
１ 補助金の名称 

   男鹿市地域振興基金活用事業補助金 

 

２ 補助金の交付額 

   ８９，５００円（男鹿市地域振興基金） 

 

３ 補助金の交付根拠条例等 

   男鹿市地域振興基金活用事業補助金交付要綱 

 

４ 補助金の交付目的 

市民が主体となって実施する地域づくりの活動を支援し、市民の連携の強化及び地

域振興を図る。 

 

５ 事業概要と実績 

 ⑴ 事業概要 

    平成７年度に植栽した戸賀地区ハマナスロードのハマナスが年々衰退し、一部に

欠株が生じ美観が損なわれているため、戸賀地区区長会が主体となってハマナスの

苗の植栽を行う。 

 ⑵ 実績 

    戸賀地区区会長５名が参加し、ハマナスロードの雑草の下刈り後、新たにハマナ

スの苗１５０本を植栽した。 

 

６ 事業収入、支出の状況 

   収  入  ８９，５７３円（市補助金の比率 ９９.９％） 

   支  出  ８９，５７３円 

   差  引       ０円 

 

７ 事業の効果 

ハマナスの苗の植栽により、戸賀地区の海岸線の景観が整えられ、地域の環境美化

に対する意識が高揚した。 

また、市民が主体となって実施する活動の後押しになっているほか、地域の連携の

強化等に寄与している。 

 

８ 監査の結果 

補助事業は、補助金の交付目的に沿って執行されており、出納その他の事務は、概

ね適正に処理されているものと認められた。 

自発的な地域活動及び市民の連携の一層の強化を図るため、区長に限らずより多く

の市民参加を促すよう望みたい。 

なお、本事業の実績は、予算上の予定数を下回る状況が続いているので、実施団体

の掘り起こしに努められたい。 
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秋田県漁業協同組合・男鹿市放流会 

 
１ 補助金の名称 
   栽培漁業定着強化事業費補助金（キジハタ稚魚放流・市単独アワビ種苗放流） 
 
２ 補助金の交付額 
   秋田県漁業協同組合（キジハタ稚魚放流）   １６１，０００円（市全額） 

   男鹿市放流会（市単独アワビ種苗放流） ２，４９９，８６０円（市全額） 
 
３ 補助金の交付根拠条例等 
   男鹿市農林水産関係補助金交付要綱 
 
４ 補助金の交付目的 

栽培漁業の定着化を促進するため、種苗放流を実施し、資源の維持増大を図る。 
 
５  事業概要と実績 
⑴ 事業概要 

    資源量と水揚を確保するため、県水産振興センターで育成されたキジハタの稚
魚、栽培漁業協会で育成されたアワビの稚貝を購入し放流する。 

⑵ 実績 
・キジハタ 放流箇所 船川港ヨの字埠頭 
      放 流 数  １，３４４尾 

・ア ワ ビ 放流箇所 中央南地区及び中央北地区の７箇所 
      放 流 数 ５１，６５０個 
      （椿 2,000個、台島 1,550個、女川 4,100個、南平沢 16,000個、 
      増川 1,000個、戸賀 14,500個、畠 12,500個） 

 
６ 事業収入、支出の状況 
  秋田県漁業協同組合 
   収  入    ２４１，９２０円（市補助金の比率 ６６．６％） 
      支    出    ２４１，９２０円 
      差    引          ０円 

  男鹿市放流会 
   収  入  ２，４９９，８６０円（市補助金の比率 １００．０％） 
      支    出  ２，４９９，８６０円 
      差    引          ０円 
 
７ 事業の効果 

令和４年度のキジハタの水揚量は210kg、水揚額は244千円となり、放流を開始した
令和２年度に比べ増加している。 
アワビの水揚量は1,964kg、水揚額は21,256千円となり、資源の維持拡大と安定的な

水揚量の確保につながっており、漁業者の所得向上に寄与している。 
 
８ 監査の結果 

補助事業は、補助金の交付目的に沿って執行されており、出納その他の事務は、概
ね適正に処理されているものと認められた。 
なお、アワビの市単独補助金については、漁業者の所得向上に寄与しているもので

あり、全額の補助は、一定期間に限るべきと考えられる。 
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OGA NAMAHAGE ROCK FESTIVAL実行委員会 

 
１ 補助金の名称 

   男鹿なまはげロックフェスティバルアフターコロナ支援補助金 

 

２ 補助金の交付額 

   ２，５００，０００円（市全額） 

 

３ 補助金の交付根拠条例等 

   男鹿市観光文化スポーツ部男鹿まるごと売込課補助金交付要綱 

 

４ 補助金の交付目的 

新型コロナウイルス感染症の影響により、２年間の開催中止を余儀なくされたこと

から、中止期間中の想定外の支出等を考慮し、継続開催に要する事業費の一部を支援

することにより、男鹿駅周辺エリアの賑わいづくりや地域の活性化に資する。 

 

５ 事業概要と実績 

⑴ 事業概要 

    音楽を通じて交流の輪を広げ、男鹿駅周辺エリアの賑わい創出を図るとともに、

地場産品や観光情報を発信し、地域の活性化に資する男鹿なまはげロックフェステ

ィバルを開催する。 

⑵ 実績 

   ・開 催 日 令和４年７月２９日（金）～３１日（日）３日間 

   ・会  場 船川港ヨの字埠頭 

   ・来場者数 １２，０００人（1日目 3,000人、2日目 4,000人、3日目 5,000人） 

   ・出演者数 ３９組 

 

６ 事業収入、支出の状況 

   収  入  １２２，２７５，３１７円（市補助金の比率 ２．０％） 

   支  出  １３６，０２７，４１８円 

   差  引  △１３，７５２，１０１円 

 

７ 事業の効果 

男鹿なまはげロックフェスティバルの開催により、男鹿駅周辺エリアの賑わいを創

出するとともに、市内の宿泊及び飲食業にも波及効果をもたらすなど、地域の活性化

に寄与している。 

 

８ 監査の結果 

補助事業は、補助金の交付目的に沿って執行されており、出納その他の事務は、

概ね適正に処理されているものと認められた。 

今後は、早期に事業収支の改善を図り、コロナ禍前のように、補助金に依存する

ことなくロックフェスティバルを開催できるよう、市は、必要な支援・指導に努め

られたい。 
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２（ＳＥＣＯＮＤ）・千勝丸水産 

 
１ 補助金の名称 
   男鹿市空き店舗等利活用促進事業補助金 

２  補助金の交付額 
   ２（ＳＥＣＯＮＤ）１，３３５，０００円（市全額） 改修費補助金 955,000円 
                            賃借料補助金 380,000円 

   千勝丸水産      ９９０，０００円（市全額） 改修費補助金 990,000円 
                            賃借料補助金    0円 

３  補助金の交付根拠条例等 
      男鹿市空き店舗等利活用促進事業補助金要綱 

４ 補助金の交付目的 
産業の衰退が著しい本市において、新規出店や第二創業等にチャレンジしようとす

る者に対し、空き店舗又は空き家を改修する経費等への支援を行い、地域の魅力アッ
プ及び賑わい創出を促進するとともに、地域経済の活性化を図る。 

５ 事業概要と実績 
⑴ 事業概要 

    空き店舗又は空き家を利用し、新規出店や第二創業等を行う者に対し、施設の店
舗部分に係る改修費及び賃借料を支援する。 

⑵ 実績 
・２（ＳＥＣＯＮＤ）事業内容 飲食店 
          改 修 費 工事費、設備・備品 
          賃 借 料 月額３８，０００円（令和4年6月～令和5年3月） 

・千勝丸水産    事業内容 鮮魚等加工品の製造 
          改 修 費 工事費、真空パック機、冷蔵庫・冷凍庫等 

６ 事業収入、支出の状況 
  ２（ＳＥＣＯＮＤ） ※ 賃借料補助金は除く 
   収  入  ２，０７３，１７７円（市補助金の比率 ４６．１％） 
      支    出  ２，０７３，１７７円 
      差    引          ０円 

  千勝丸水産 
   収  入  １，９８０，４５５円（市補助金の比率 ５０．０％） 
      支    出  １，９８０，４５５円 
      差    引          ０円 

７ 事業の効果 
市内の創業機運の醸成が図られ、地域経済の活性化に寄与している。 

８ 監査の結果 
２（ＳＥＣＯＮＤ）の事業では、改修工事を過年度に着手し、補助金の交付決定

前に完了していることから、補助事業では原則として補助の対象外とされる、事
前着手に当たると考えられるので、補助金の交付決定時に、厳正に審査すべきで
ある。 
千勝丸水産の事業では、補助対象経費を税抜としているが、このうち、冷凍庫の

購入費には消費税額が含まれており、補助金が過払いとなっているので、是正さ
れたい。 
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つよ丸・株式会社 男鹿工房 

 
１ 補助金の名称 
   男鹿市販路拡大支援事業補助金 
 
２ 補助金の交付額 
   つよ丸       ６９４，０００円（市全額） 

   株式会社 男鹿工房  ５４３，０００円（市全額） 
 
３ 補助金の交付根拠条例等 
   男鹿市販路拡大支援事業補助金交付要綱 

 
４ 補助金の交付目的 

地域企業等が販路拡大を目的に行う商品開発や推進事業を支援し、地域産業の発展
や経営基盤、雇用の安定を図る。 

 
５ 事業概要と実績 
⑴ 事業概要 

    ふるさと納税返礼品や道の駅おがへの出品が可能な市内の事業所、新規起業者又
は個人事業主に対して、販路拡大を目的に行う商品開発、パッケージデザインや宣
伝広告、加工場整備等に要する経費について支援する。 

⑵ 実績 
・つよ丸（ふるさと納税返礼品、道の駅おが物産館出品） 
  商 品 名 鮮魚のサク取り 
  ソフト事業 商品開発（梱包用資材、許認可料等） 
  ハード事業 加工場整備（加工場新設 9.94㎡） 

・株式会社 男鹿工房（ふるさと納税返礼品、道の駅おが物産館出品） 
  商 品 名 塩こうじ 
  ソフト事業 パッケージデザイン（写真撮影代、フライヤー印刷等） 
  ハード事業 加工場整備（平釜製作設置等） 

 
６ 事業収入、支出の状況 
  つよ丸 
   収  入  １，４６０，４３０円（市補助金の比率 ４７．５％） 
      支    出  １，４６０，４３０円 
      差    引          ０円 

  株式会社 男鹿工房 
   収  入  １，２２８，２００円（市補助金の比率 ４４．２％） 
      支    出  １，２２８，２００円 
      差    引          ０円 
 
７ 事業の効果 

ふるさと納税返礼品及び道の駅での取扱商品の拡充が図られるとともに、地場産品
の付加価値向上や新たな特産品の産出により、市内経済の活性化に寄与している。 

 
８ 監査の結果 

つよ丸の事業では、補助金交付決定前に加工場の整備に着手していることか
ら、補助事業では原則として補助の対象外とされる事前着手に当たると考えられ
るので、補助金の交付決定時に、厳正に審査されたい。 
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下金川汐風クラブ・北浦郷中会 

 
１ 補助金の名称 
   男鹿市地域敬老会助成金 

２ 補助金の交付額 
   下金川汐風クラブ １１２，０００円（市全額） 

   北浦郷中会    ３７１，０００円（市全額） 

３ 補助金の交付根拠条例等 
   男鹿市地域敬老会助成金交付要綱 

４ 補助金の交付目的 
   地域住民の敬老意識の高揚を図るとともに、高齢者の社会参加の促進、世代間交流

の推進及び地域全体で高齢者を見守り支えあう地域づくりを推進する。 

５ 事業概要と実績 
⑴ 事業概要 

    身近な住民組織である町内会等が、地域において敬老会対象者の長寿を祝う地域
敬老会や敬老祝品の配布を実施する。 

⑵ 実績 
・下金川汐風クラブ 対象事業 地域敬老会（欠席者への敬老祝品の配布を含む） 
          実 施 日 令和４年９月１９日（月） 
          対 象 者 参加者２０名、欠席者４２名 
          実施内容 食事会、余興、講座、敬老祝品の配布 

・北浦郷中会    対象事業 地域敬老会（欠席者への敬老祝品の配布を含む） 
          実 施 日 令和４年１０月４日（火） 
          対 象 者 参加者７０名・欠席者１８１名 
          実施内容 食事会、余興、講座、寸劇、敬老祝品の配布 

６ 事業収入、支出の状況 
  下金川汐風クラブ 
   収  入  １２８，９２１円（市補助金の比率 ８６．９％） 
      支    出  １２８，９２１円 
      差    引        ０円 

  北浦郷中会 
   収  入  ４５１，０００円（市補助金の比率 ８２．３％） 
      支    出  ４５１，０００円 
      差    引        ０円 

７ 事業の効果 
地域住民の敬老意識の高揚や、高齢者の社会参加の促進に寄与するとともに、欠席

者への敬老祝品の配布は、一人暮らしの高齢者の安否確認等にもつながっている。 

８  監査の結果 
補助事業は、補助金の交付目的に沿って執行されており、実施内容は概ね適正と

認められた。 
敬老会への参加率が低いので、できる限り多くの対象者が参加できるよう、開催

内容等について、さらに工夫されたい。 
北浦郷中会については、敬老祝品の配布実績による補助金の減額変更が行われ

ず、過払いとなっているので、是正されたい。 
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一般社団法人 男鹿市観光協会 

 
１ 補助金の名称 
   一般社団法人男鹿市観光協会補助金 
 
２ 補助金の交付額 
   ５，０００，０００円（市全額） 
 
３ 補助金の交付根拠条例等 
   男鹿市観光文化スポーツ部観光課補助金交付要綱 
   一般社団法人男鹿市観光協会補助金実施要領 
 
４ 補助金の交付目的 

観光客の誘致、誘客宣伝及び各種事業の実施により、観光振興を図る。 
 
５ 事業概要と実績 
 ⑴ 事業概要 
    誘客宣伝事業、誘客推進事業、情報発信事業及び受入対策事業など、観光振興に

係る各種の事業を実施する。 

 ⑵ 実績 
    コロナ禍で実施できなかった県内外での商談会やキャラバン等へ積極的に参加す

るとともに、市内観光産業の活性化のため、市の事業と連携した鯛まつり等のＰＲ
イベントや観光プレミアムパスポートの発行、商品造成及び観光ツアーの催行等を
実施した。 

    また、冬期誘客の柱であるなまはげ柴灯まつりでは、新たな取り組みとして、な
まはげ伝道師のメールリストを活用したボランティア参加の呼びかけや交流人口の
拡大を図った。 

    その他、受入対策や環境美化活動、なまはげ立像のライトアップを行うなど、男
鹿観光のＰＲを主軸として、観光入込の回復を見据えた活動を行った。 

 
６ 事業収入、支出の状況 
   収  入  １０，１１１，８３５円（市補助金の比率 ４９．４％） 
   支  出  １０，１１１，８３５円 
   差  引           ０円 
 
７ 事業の効果 

誘客活動の展開により、令和４年度の県全体の宿泊入込者数が前年比105.6％であっ
たのに対し、本市では121.8％と上回っている。 
また、お土産券付プレミアムパスポートを継続して発行していることにより、利用

客が減少している観光施設への誘客と消費の促進につながっている。 
男鹿駅観光案内所は、手荷物預かりや旅行案内などの機能強化により、なまはげシ

ャトルの円滑な運行に欠かせない窓口となっている。 
 
８ 監査の結果 

補助事業は、補助金の交付目的に沿って概ね適正に執行されている。 
経理状況については、実績報告において明確に確認できない部分もあるので、現金

出納簿等によって支出内容を整理するよう、指導されたい。 
今後、観光協会からのＤＭＯ組織の移管に伴って、組織体制や経営基盤の弱体化等

が懸念されるので、市の支援のあり方について、検討されたい。 
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秋田船方節全国大会実行委員会 

 
１ 補助金の名称 

   秋田船方節全国大会補助金 

 

２ 補助金の交付額 

   １，３００，０００円（市全額） 

 

３ 補助金の交付根拠条例等 

   男鹿市観光文化スポーツ部文化スポーツ課補助金交付要綱 

 

４ 補助金の交付目的 

秋田船方節発祥の地である本市において、県内外の民謡愛好家から自慢ののどを披

露してもらい、秋田船方節を正しく保存伝承し、これを広く普及するとともに、豊か

な文化を築きあげ、地域の発展と文化意識の向上を図る。 

 

５ 事業概要と実績 

⑴ 事業概要 

    秋田船方節の正しい保存伝承と普及を図るため、秋田県の民謡の中で全国的に最

も親しまれ、愛唱されている秋田船方節の全国大会を、発祥の地である本市におい

て開催する。 

⑵ 実績 

   ・開 催 日 令和４年１１月２０日（日） 

   ・会  場 男鹿市民文化会館 

   ・申込者数  ６８人（一般 52人、年少一部 9人、年少二部 7人） 

   ・入場者数 ２６５人（有料入場者 227人、無料招待者 38人） 

 

６ 事業収入、支出の状況 

   収  入  １，６２４，１１１円（市補助金の比率 ８０．０％） 

   支  出  １，５８５，８００円 

   差  引     ３８，３１１円 

 

７  事業の効果 

秋田船方節の普及により、クルーズ船の寄港や日本海花火、男鹿駅発着のメロディ

など、観光振興にも広く活用されており、地域の発展や文化意識の向上に寄与してい

る。 

 

８  監査の結果 

補助事業は、補助金の交付目的に沿って執行されており、出納その他の事務は、概

ね適正に処理されているものと認められた。 

来場者が年々減少しているので、周知活動の強化や開催内容の工夫等によって、幅

広い年代からの集客に努められたい。 



 

- 14 - 

男鹿駅伝競走大会実行委員会 

 
１ 補助金の名称 

   男鹿駅伝競走大会補助金 

２ 補助金の交付額 

   １１，１００，０００円（スポーツ振興くじ助成金 6,630,000円） 

３ 補助金の交付根拠条例等 

   男鹿市観光文化スポーツ部文化スポーツ課補助金交付要綱 

４ 補助金の交付目的 

男鹿駅伝競走大会の運営を支援し、本市のスポーツ振興と交流人口の拡大を図る。 

５ 事業概要と実績 

⑴ 事業概要 

    スポーツに対する市民の関心を高め交流人口の拡大を図るとともに、観光地男鹿

のＰＲや市内宿泊施設への経済波及効果も期待できることから、箱根駅伝に参加し

た大学や駅伝の強豪高校などのチームを招待し、２日間の日程で男鹿駅伝競走大会

を開催する。 

⑵ 実績 

   ・監督会議 令和４年６月２４日（金） 男鹿市総合体育館 

   ・競  技 令和４年６月２５日（土） 

   ・チーム数 ８７チーム（エントリー） 一  般（第６９回）２９チーム 

                      高校男子（第６２回）２７チーム 

                      大  学（第５２回）１２チーム 

                      高校女子（第２０回）１９チーム 

   ・宿泊者数 延べ６０４人（競技当日前後を含む３日間） 

６ 事業収入、支出の状況 

   収  入  １２，８９４，３１８円（市補助金の比率 ８６．１％） 

   支  出  １２，８８４，３２７円 

   差  引       ９，９９１円 

７ 事業の効果 

強豪校の招待とともに、県内外からのチームの参加により、競技力及び市民のスポ

ーツ意識の向上につながっている。 

また、参加選手等の宿泊者数は、男鹿温泉郷をはじめ、市内の宿泊施設で延べ604人

となっており、その経済波及効果は、男鹿市観光協会への申込分だけでも約500万円に

なるなど、経済の活性化にも寄与している。 

８ 監査の結果 

補助事業は、補助金の交付目的に沿って執行されており、出納その他の事務は、概

ね適正に処理されているものと認められた。 

なお、補助金額は多額であり、一層の経費削減が図られるよう指導されたい。 



 

- 15 - 

船川第一地区体育協会・脇本地区体育協会 

 
１ 補助金の名称 
   男鹿市地区市民運動会・スポーツ大会等実施事業補助金 
 
２ 補助金の交付額 
   船川第一地区体育協会 ２０，０００円（市全額） 

   脇本地区体育協会   １６，５００円（市全額） 
 
３ 補助金の交付根拠条例等 
   男鹿市地区市民運動会・スポーツ大会等実施事業補助金交付要綱 
 
４ 補助金の交付目的 

地区市民運動会やスポーツ大会の開催を支援し、住民相互の交流及び市民の健康増
進を図る。 

 
５ 事業概要と実績 

⑴ 事業概要 
    地域の活性化に向けた住民相互の交流、運動習慣の定着による健康増進や体力づ

くりを目的として、地区市民運動会及びスポーツ大会等を開催する。 

⑵ 実績 
・船川第一地区体育協会 大 会 名 船川地区グランドゴルフ大会 
            開 催 日 令和４年９月１０日（土） 
            会  場 ＯＧＡマリンパーク 
            参加者数 ３０人 

・脇本地区体育協会   大 会 名 脇本地区新春ソフトバレーボール大会 
            開 催 日 令和５年１月８日（日） 
            会  場 Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 

            参加者数 ７９人 
６ 事業収入、支出の状況 
  船川第一地区体育協会 
   収  入  ４０，６００円（市補助金の比率 ４９．３％） 
      支    出  ４０，６００円 
      差    引       ０円 

  脇本地区体育協会 
   収  入  ３３，４１１円（市補助金の比率 ４９．４％） 
      支    出  ３３，４１１円 

      差    引       ０円 
 
７ 事業の効果 

健康づくりの機会の創出の場として、地域の活性化に寄与している。 
 

８ 監査の結果 
補助事業は、補助金の交付目的に沿って執行されており、出納その他の事務は、概

ね適正に処理されているものと認められた。 
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男鹿市野球協会 

 
１ 補助金の名称 

   競技スポーツ推進事業補助金 

 

２ 補助金の交付額 

   ２０，０００円（市全額） 

 

３ 補助金の交付根拠条例等 

   男鹿市観光文化スポーツ部文化スポーツ課補助金交付要綱 

 

４ 補助金の交付目的 

   全県規模以上のスポーツ大会の開催を支援し、競技スポーツの推進及び交流人口の

増加を図る。 

 

５ 事業概要と実績 

⑴ 事業概要 

    野球競技の推進及び交流人口の増加を図るため、本市の２球場で全県５４０歳野

球大会を開催する。 

⑵ 実績 

   ・開催期日 令和４年８月６日（土）～８月７日（日） 

   ・会  場 男鹿総合運動公園野球場、若美中央公園野球場 

   ・チーム数 １２チーム 

   ・試 合 数 １１試合（トーナメント） 

 

６ 事業収入、支出の状況 

   収  入  ４８７，６１１円（市補助金の比率 ４．１％） 

   支  出  ３７６，０５０円 

   差  引  １１１，５６１円 

 

７ 事業の効果 

本市で全県規模の大会を開催することにより、競技スポーツの推進が図られるとと

もに、交流人口の増加や市民のスポーツ意識の向上に寄与している。 

 

８ 監査の結果 

補助事業は、補助金の交付目的に沿って執行されており、出納その他の事務は、適

正に処理されているものと認められた。 

本事業は、補助金の上限額が20,000円で、全県規模の大会に対する補助としては少

額であり、また、繰越金も発生していることなどから、補助の必要性について、検討

されたい。 
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男鹿市スポーツ協会・正和会・むつみＪＶ 

（指定管理施設：男鹿市体育施設等１６施設） 

 

１ 根拠条例 

   男鹿市都市公園条例、男鹿市Ｂ＆Ｇ海洋センター条例、男鹿市公園条例、男鹿市若

美球場条例 

 

２ 指定管理料 

   ９４，７９６，０００円 

 

３ 管理に関する協定等 

 ⑴ 男鹿市体育施設等の管理運営に関する基本協定書 

 ⑵ 男鹿市体育施設等の管理運営に関する年度協定書及び変更年度協定書 

 

４ 管理の対象業務 

 ⑴ 対象施設 男鹿総合運動公園、男鹿市Ｂ＆Ｇ海洋センター、金川近隣公園、若美中

央公園及び若美球場内の16施設 

 ⑵ 対象業務 

  ア 施設等の利用の許可及び利用の制限等に関する業務 

  イ 施設等及び設備の維持管理に関する業務 

  ウ 施設等を活用したスポーツの普及振興に関する業務  等 

 

５ 利用料金 

男鹿市都市公園条例、男鹿市Ｂ＆Ｇ海洋センター条例、男鹿市公園条例及び男鹿市

若美球場条例により、指定管理者が利用料金を徴収する。 

 

６ 実績 

   令和４年度利用者数：１１０，１４３人（前年度比 １０８.７％） 

 

７ 収入、支出の状況 

   収  入  １０１，１６１，２５４円（市指定管理料の比率 ９３.７％） 

   支  出   ９６，９５８，４１１円 

   差  引    ４，２０２，８４３円 

 

８ 効果 

施設の維持管理を通じて、市民に様々なスポーツ活動の場を提供するとともに、パ

ーソナルトレーニングや各種健康教室の開催により、市民の運動習慣の定着化、体力

向上及び健康増進に寄与している。また、公園施設等を広く活用した交流イベントの

開催は、交流人口の拡大と賑わいの場の創出につながっている。 

 

９ 監査の結果 

施設の良好な維持管理と、利用者に対するサービスの維持・向上に努めており、概

ね適正に管理・運営されていると認められた。 

共同事業体としての一体性が徐々に強化されており、一層の利用者の増加や賑わい

の創出に向けて、新たな自主事業の積極的な展開を期待したい。 
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男鹿温泉郷協同組合 

（指定管理施設：男鹿温泉交流会館五風） 

 

１ 根拠条例 

   男鹿市男鹿温泉交流会館条例 

 

２ 指定管理料 

   ２，６２２，０００円 

 

３ 管理に関する協定等 

 ⑴ 男鹿温泉交流会館五風の管理に関する基本協定書 

 ⑵ 男鹿温泉交流会館五風の管理に関する年度協定書及び変更年度協定書 

 

４ 管理の対象業務 

 ⑴ 施設への入館の許可及び入館の制限等に関する業務 

 ⑵ 施設及び設備の維持管理に関する業務 

 ⑶ 観光案内等に関する業務 

 ⑷ 上記に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

 

５ 利用料金 

   男鹿市男鹿温泉交流会館条例により、指定管理者が利用料金を徴収する。 

 

６ 実績 

   令和４年度利用者数：２２，０４０人（前年度比 １４４.４％） 

 

７ 収入、支出の状況 

   収  入  １８，３４２，１８５円（市指定管理料の比率 １４.３％） 

   支  出  １８，３４２，１８５円 

   差  引           ０円 

 

８ 効果 

   当地の特性を最大限に活かした、なまはげ太鼓ライブの常設公演や各種イベントの

開催により、男鹿温泉郷の更なる魅力の向上、観光の振興及び地域の活性化が図られ

ている。 

 

９ 監査の結果 

施設・設備の老朽化が進む中で、良好な維持管理と、利用者に対するサービスの維

持に努めており、概ね適正に管理・運営が行われていると認められた。 

管理・運営経費への指定管理者からの繰入額が多額となっているので、収入の増加

につながる指定管理業務及び自主事業の一層の強化等に努められたい。 

特に、長年にわたって未利用の状態にある市場スペースについては、早期に有効活

用に取り組まれたい。 
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男鹿駅周辺広場賑いづくり共同事業体 

（指定管理施設：男鹿駅周辺広場） 

 

１ 根拠条例 

   男鹿市男鹿駅周辺広場条例 

 

２ 指定管理料 

   ８，０００，０００円 

 

３ 管理に関する協定等 

 ⑴ 男鹿駅周辺広場の管理運営に関する基本協定書及び変更協定書 

 ⑵ 男鹿駅周辺広場の管理に関する年度協定書 

 

４ 管理の対象業務 

 ⑴ 施設等の利用の許可及び利用の制限等に関する業務 

 ⑵ 施設等及び設備の維持管理に関する業務 

 ⑶ 施設等を活用した男鹿駅周辺の賑いの創出に関する業務 

 ⑷ 市民の交流する場の提供に関する業務 

 ⑸ 上記に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

 

５ 利用料金 

   男鹿市男鹿駅周辺広場条例により、指定管理者が利用料金を徴収する。 

 

６ 実績 

   令和４年度利用者数：１２７，８７０人（前年度比 ８４２.５％） 

 

７ 収入、支出の状況 

   収  入  １１，３３３，９６０円（市指定管理料の比率 ７０.６％） 

   支  出  １０，９３６，１０７円 

   差  引     ３９７，８５３円 

 

８ 効果 

男鹿駅周辺広場を、人々が集い、交流する場として広く市民等に提供するとともに、

新たな事業展開を目指す者等を支援することにより、地域経済の発展及び活力の創生

が図られている。 

 

９  監査の結果 

これまでの反省点の改善に取り組み、施設の良好な維持管理と、利用者に対するサ

ービスの維持に努めており、概ね適正に管理・運営されていると認められた。 

共同事業体を構成する各事業者が、一体となって業務に取り組む体制が弱いと思わ

れる部分も見受けられるので、連携・協力体制の一層の強化に努められたい。 

また、冬期の賑わい創出など、課題の解決に向けて、市内事業者や関係団体等への

働きかけを強化し、支援・協力を得ることなどによって、より集客力のある指定管理

業務及び自主事業の実施につなげるよう期待したい。 
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株式会社 おが 

（指定管理施設：男鹿市複合観光施設） 

 

１ 根拠条例 

   男鹿市複合観光施設条例 

 

２ 指定管理料 

   ９，５６０，０００円 

 

３ 管理に関する協定等 

 ⑴ 男鹿市複合観光施設の指定管理に関する基本協定書 

 ⑵ 男鹿市複合観光施設の管理に関する年度協定書及び変更年度協定書 

 

４ 管理の対象業務 

 ⑴ 施設への入館の許可及び入館の制限等に関する業務 

 ⑵ 施設及び設備の維持管理に関する業務 

 ⑶ 複合施設の利用促進に関する業務 

 ⑷ 「道の駅おが」としての機能維持と管理に関する業務 

 ⑸ 上記に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

 

５ 利用料金 

   男鹿市複合観光施設条例により、指定管理者が利用料金を徴収する。 

 

６ 実績 

   令和４年度来場者数：５６１，４０８人（前年度比 １２２．６％） 

 

７ 収入、支出の状況 

   収  入  １６３，９９１，８３３円（市指定管理料の比率 ５．８％） 

   支  出  １４５，５７６，４１７円 

   差  引   １８，４１５，４１６円 

 

８ 効果 

   道の駅の年間来場者や総売上額、出品登録者数のいずれも前年度を上回っており、

地場産業の振興と周遊観光のプラットフォームとしての役割を着実に果たしている。 

 

９  監査の結果 

   施設の良好な維持管理が行われているとともに、年間を通じたイベントの実施や誘

客のための情報発信等に努めており、適正に管理・運営されていると認められた。 

単年度の経営黒字を初めて計上したが、冬期間や端境期の品不足、時化による品不

足をはじめ、出品者の高齢化・後継者不足、看板商品としての鮮魚の出品登録者の増

加に伴う売場スペースの不足など、様々な課題が生じていることから、市内事業者や

関係団体等との連携・協力を一層密にしてその解決に努め、産業や地域振興の拠点施

設としての機能を十分に発揮されたい。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


